
かんたん見どころ解説

匂口深い

小板目肌つむ

小鋒・詰まる

元幅

反りごく浅い

先幅

政治や流行により姿が変化し、役割がより象徴的な

ものへと変化したことで、美術的要素が発展したの

が寛文新刀です。

狭くなる

刃文の幅が広く
濃く見える

板目の模様が
小さく、線と
線の間が狭い



かんたん見どころ解説重要文化財

刀　銘　長曽祢虎徹　個人蔵(刀剣博物館寄託)
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　展示期間2026年11/25(水)-12/20(日)

じゅうようぶんかざい

　　　　　　　めい　　　　　　　　ながそね　　　　　　こてつ　　　　　　　　　　　　　
きたく

さしおもて　　　　てんじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めん

やきだ

じゅずば

こてつ     　　

重要文化財

刀　銘　　　　　　　　　　　  個人蔵(刀剣博物館寄託)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    　展示期間2026年10/24(土)-11/23(月・祝)

●虎徹の特徴的な刃文●

●助広の様々な刃文●

横手上で一度焼込み
先が丸く返る。

横手

大小の互の目が並んで
瓢箪のように見える。

頭の揃った互の目が並び、
数珠のように見える。

波のように乱れた刃文。

助広が創始した。

大　小

ぼうし

ひょうたんば

とくちょう　　　　　　　　　　 　　はもん

さまざま

すぐは　　　ちょう

おお

とびやき

とうらん　　　ば

つだ　　　　　えちぜんのかみ　　　すけひろ

よこて

やきこ ぐ　　め　　　なら

なみ　　　　　　　　みだ

　　　　　　　そうし


